
大学生が、地域の人と一緒にお母さんをサポート「35（産後）サポネットin荒川」 

荒川区では、「35サポネット in荒川」という事業が実施されています。これは、産後6か月までの赤ちゃんがいる家庭へのサポートで、

この活動に首都大学東京荒川キャンパス（以下「首都大学」という。）の健康福祉学部の学生が参加しています。地域のボランティアと

一緒にサポートが必要な家庭へ訪問し、家事や育児の支援活動などを行っています。 

活動に参加している看護学科2年の岩　ひとみさん、森郁美さん、秋葉由貴さんにお話を伺いました。 

この事業は、首都大学東京健康福祉学部の教

授で、助産師でもある恵美須文枝先生の発案で、

首都大学とNPO法人「じゃがいも共同保育所」「荒

川区社会福祉協議会」「荒川区子育て支援部」

が連携して実施しています。民生児童委員や地

域在住の方、健康福祉学部の学生がボランティ

アで活動しています。このように、様々な団体・

組織が横の連携を深め、また地域の方や学生が

ボランティアで参加することで、地域に根付い

た活動となっているのが、この事業の特色です。 

＊35サポネット in荒川 

この地域に在住し産後6か月までの子どもを

子育て中の家庭に、地域の子育て経験者や首都

大学の学生・教員がボランティアで伺い、お手

伝いをするシステム。週 1～ 2回訪問し、2時

間程度、買い物や家事の手伝い、外出の付き添

い他、保護者の相談に応じて様々な活動を行う。

利用料は1回500円。 

参加している大学生の中には、将来は看護師

や保健師を目指している人もいます。そのよう

な学生にとっては、大学で学んだことを生かせ

るとともに、様々な体験ができる有意義な場で

もあります。月 1回の月例会では、活動状況の

報告や研修会を実施し、メンバーの共通理解を

図るとともに、ボランティア同志の交流も行っ

ています。 

また、この 1月には、一層の決め細やかな支

援を目指して、「実家プロジェクト」を立ち上

げました。町屋駅の近くに一軒家を借りて、ボ

ランティア活動の拠点にするとともに、だれで

も気軽に立ち寄ることができるようすること

で活動を広げるのがねらいです。この4月からは、

子育て等の悩み相談も始めます。今後の取組の

ますますの広がりが期待されています。 

近年の若者を取り巻く状況と、そこから発生する様々な問題を受け、今、教育現場では、学校・

家庭・地域が連携して、青少年の体験活動を推進していくための取組が進められています。 

特に、高校生や大学生については、ボランティア活動等を通して、多くの人と接する中で自分自

身を高めていくとともに、地域貢献のための活動に進んで取り組むことで、社会への参画意識を

高めていくことが求められています。 

今回の特集では、様々な形で自ら進んで社会貢献に取り組む「頑張っている」高校生・大学生と、

それを支える人たちの仕組みづくりについて御紹介します。 

特　集 頑張っている若者たちにエールを！ 
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◎この活動に参加するようになったきっかけは？ 

「大学の授業で、この活動のことを知りました。そして、学園祭のと

きに実際に活動している様子を見て、参加したいと思い活動を始めま

した。ボランティアには、以前から興味はありましたし、小さい子とかかわることも好き

でした。その中でも赤ちゃんとは、小中学生とは違い、なかなかかかわることができない

ので、ぜひやってみようと思いました。」 

◎実際に活動してみて、大変だったことは？ 

「赤ちゃんは、かわいいだけではない、ということを実感しました。育てているお母さ

んの苦労がよくわかりました。たった3kgなのに、抱いていると腕は痛くなるし、一度泣

き出したら、なかなか泣き止んでくれません。食事のときも、離乳食を食べてくれなくて、

すごく苦労しました。最初は、赤ちゃんを抱くことで精一杯で、お母さんと話をすること

もできませんでしたが、慣れてきて余裕ができると、お母さんの話を聞くこともできる

ようになりました。また、自分が赤ちゃんのときには、母親も苦労したんだな、というこ

とがよくわかりました。」 

『小さい子とかかわることが好きなんです。』 

『母親の苦労が、よく分かりました。』 

◎これからどんな活動をしていきたいですか？ 

「この活動に参加して半年が経ちましたが、活動の輪がどんどん広が

っていると感じています。町を歩いていて、会うと声をかけてくれるお

母さんや地域の人もいて、とてもうれしく思います。自分も地域の一員なんだと感じます。

これからも、より多くの人に知ってもらい、さらに輪が広がってほしいと思います。私

たちも、もっといろんな家庭に行きたいし、いろんな人と会える機会を増やしたいです。」 

『さらに、輪を広げていきたいです。』 

秋葉さん 

◎活動して、うれしかったことや感動したことは？ 

「自分では、何もできなかったと感じていたときもあったのですが、

お母さんから『ありがとう』と言われたときがうれしかったです。自分

の役割が果たせた、という達成感を感じました。赤ちゃんもすごくなついてくれて、抱

いていた赤ちゃんをお母さんに渡すときに、逆に自分から離れたくなくて赤ちゃんが泣

いてしまったこともありました。また、同じ家庭で活動して、赤ちゃんが成長していく

姿を見ることができたのがうれしかったです。　　　　　 

その後、1歳になった赤ちゃんを、お母さんが学園祭に連れてきてくれて、再会した

ときには、また成長した姿を目にして感動しました。」 

『ありがとう、の一言がうれしかったです。』 

岩　さん 岩　さん 

森さん 森さん 

都職員によるテキストの紹介 

テキストを手にビデオを観る保護者 

テキストを紹介する永田校長 

保護者の前で説明する宇都宮校長 

熱心に目を通す保護者 

家庭向けビデオとDVD

テキストとカレンダー 

「子どもの生活習慣確立プロジェクト」 

生活習慣の確立を

各家庭に呼びかける 

テキストとビデオ（DVD）

を作成しました！
東京都教育委員会では、今年度より「子どもの生活習慣確立プロジェクト」を展開しています。

この取組の一環として、来年度都内公立小学校に入学する新1年生の保護者を対象に、生活習慣

の確立を各家庭に向けて呼びかけるためのテキスト「そうだ、やっぱり早起き・早寝！　改善し

よう！子どもたちの生活リズム」（A4判・20ページ・付録付）を作成し、小学校を通して配布し

ました。さらに、家庭向けのビデオ及びDVD（18分）を作成し、都内全公立小学校に配布して、そ

の活用を呼びかけました。 

テキストは、なぜ早起き・早寝が大切なのかということを、生物学的根拠に基づいて分かりや

すく解説するとともに、「入学までに身に付けたい8つの生活習慣」や「はやおき・はやねカレン

ダー」など、親子ですぐに取り組むことができるものもあり、子どもだけでなく大人にとっても

生活習慣を見直すために役立つ内容となっています。また、ビデオは、なぜ入学前のこの時期に

生活習慣の確立が必要なのかということを、具体的な事例や、専門家の説明を交えながら、さら

に詳しく紹介し、生活習慣の見直しを呼びかけています。 

江戸川区立清新第二小学校（永田 学 校長）及び、羽村市立羽村西小学校（宇都宮 透校長）で

は、2月に行われた「入学説明会」において、このテキストとビデオを活用し、子どもの生活習慣

の確立を保護者に呼びかけました。 

「当たり前のことが当たり前にできるように」江戸川区立清新第二小学校 
清新第二小学校では、学校経営方針の中で「当たり前のことが当たり前にできる子どもを育て

る」と掲げ、これまでにも、「家庭でのあいさつや会話」「規則正しい食事と睡眠」と具体的項目を

立て、各家庭に啓発してきました。今回の入学説明会では、ビデオを保護者に観てもらい、その後

永田校長が、テキストを紹介しながら、「小学校入学前のこの時期に、再度ご家庭での生活習慣を

見直し、きちんと朝食を食べる、しっかり睡眠時間をとる等、学校生活を生き生きと送るために

必要なことが、入学前からできるように心がけてください。」と保護者に呼びかけました。　 

説明会後、永田校長は、「この時期に、生活習慣を見直すことは、

子どもの自立を助ける上でもとても大切なことです。これを機会

に、各家庭が生活習慣についての意識を高め、入学後もスムーズ

に学校生活に溶け込めることを期待しています。」と述べました。 

「できるだけの意識化と実行を」羽村市立羽村西小学校 
羽村西小学校の宇都宮校長は、入学説明会を「生活習慣を身に付けさせる」ための最大のチャ

ンスととらえ、テキストを配布するとともに、家庭教育の充実について、保護者に向けて話しま

した。特に生活リズムの確立については、「早寝・早起き・朝ごはん・朝ウンチ」「一日一汗」と項

目を挙げ、「8時には就寝し、最低でも9時間以上の睡眠を」「十分な朝食をとり、排便を習慣化さ

せる」「テレビやゲームは2時間以内に」など、具体的な数字や目標を示した上で、入学前のこの

時期から入学後も継続して、できるだけ意識し、それを実行する

ことで生活習慣を身に付けていきましょうと呼びかけました。 

今回のテキスト及びビデオ・DVDの配布を受け、都内のほとん

どの小学校で、このような取組が実施されました。東京都教育委

員会では、次年度も各区市町村等と連携して、子どもの生活習慣

確立に向けての様々な取組を推進していきます。 

テキストの内容は「子どもの生活習慣確立プロジェクト ウェブサ

イト」よりダウンロードすることができます。ビデオ・DVDの内容

は同サイトで観ることができます。御活用ください。 

電　話  03－5320－6859　　E‐Mail  S9000027＠section.metro.tokyo.jp 

子どもの生活習慣確立プロジェクト ウェブサイト  http：//www.kodomo-seikatsusyukan-tokyo.jp

東京都教育庁生涯学習スポーツ部社会教育課「子どもの生活習慣確立プロジェクト」担当 お問い合わせ先  
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